
カナモジカイ は どんな 団体
だんたい

 か 

【目的】
もくてき

 日本語
に ほ ん ご

 の 表記
ひょうき

 に 漢字
か ん じ

 を もちいる こと の 不合理性
ふ ご う り せ い

 

を あきらか に し、 漢字
か ん じ

廃止論
はいしろん

・カナ文字
も じ

専用論
せんようろん

 を となえ、 日常生活
にちじょうせいかつ

 

では  もっぱら  カナ文字
も じ

 を  もちいる  時代
じ だ い

 を  つくる  こと  を 

目的
もくてき

 と して います。 くわしく は、 ホームページ の 《カナモジ運動
うんどう

がめざすもの》 を およみ ください。 

【運動】
うんどう

 カナモジカイ は １９２０年
ねん

 に 創立
そうりつ

 されました が、 その 

ころ は 漢文
かんぶん

くずし の 文語体
ぶんごたい

 が 全盛
ぜんせい

 で、 文章
ぶんしょう

 は たてがき、   

そして 旧
きゅう

かなづかい の 時代
じ だ い

 でした。 カナモジカイ は、 口語体
こうごたい

 と 

漢字制限
かんじせいげん

、 よこがき、 現代語
げんだいご

 に ふさわしい かなづかい を ひろめる  

こと に つとめて きました。 そして 戦後
せ ん ご

 は、 それら を 国策
こくさく

 と 

して とりあげさせる こと に 成功
せいこう

 しました。 

  戦後
せ ん ご

 の 国語政策
こくごせいさく

 は、 つね に 復古主義者
ふっこしゅぎしゃ

 の 反対
はんたい

 を うけて 

きました。 その 結果
け っ か

、 漢字制限運動
かんじせいげんうんどう

 の 成果
せ い か

 で ある 「当用漢字表」
とうようかんじひょう

 

が 「漢字
か ん じ

使用
し よ う

の目安
め や す

」と される 「常用漢字表」
じょうようかんじひょう

 に とってかわられる  

など の 後退
こうたい

 を ゆるして しまいました。 しかし、 わたしたち は、   

逆流
ぎゃくりゅう

 には  だんこ  と  して  あらがい、 漢字制限
かんじせいげん

 の  強化
きょうか

 と   

よこがき、 わかちがき の 普及
ふきゅう

 を 当面
とうめん

 の 目標
もくひょう

 と して 啓
けい

モウ

活動
かつどう

 を すすめて いきます。 

【事業】
じぎょう

 （１）機関誌
き か ん し

 「カナノヒカリ」 の 発行
はっこう

 （不定期
ふ て い き

） 

（２）ウェブサイト の 運営
うんえい

 http://www.kanamozi.org/ 

（３）そのほか 会
かい

 の 目的
もくてき

 を なしとげる ため に 必要
ひつよう

  

な 事業
じぎょう

 （日本語
に ほ ん ご

 に 関
かん

する 研究会
けんきゅうかい

 の 開催
かいさい

 など） 

【入会】
にゅうかい

 この 運動
うんどう

 に ご賛同
さんどう

 いただける かた は ぜひ 会
かい

 に  

おはいり ください。 


